日本語の授業感想     陳惠媚
  実に「光陰矢の如し」ですね。一年もやっと過ぎようとしております｡私は日本語を勉強するために、はじめて萬華社區大学の「日本人と日本文化」クラス　に入学しました。
そしてこの間に十年も過ぎ去ろうとしています。先に　溫禎祥先生にいろいろと日本人の生活習慣、社會ニュ-スと日本文化を教えていただきました。二年前  溫先生が退職しました。日本語の勉強は私の趣味なので、陳遠超先生の日本語クラスに入りました。

陳先生の授業ははじめに、簡単に復習と宿題の訂正をしてから、新出語や文型や会話　を習います。授業中に、ビデオを見たり、CDを聞いたりすることがあります。先生が詳しく說明していきます。何回も文を聞かせてから、私たちに言わせます。私たちは文型を使って簡単な文を作ったり、先生の質問に答えたり、学生たちで質問しあったりします。
よく、先生は私たちに短い会話を暗記させて、役割練習をさせます。とても緊張しますが、実際に体を動かしながら話すのはおもしろいので、私はこの練習が一番好きです。最後に、声を出して教科書を読みます。先生は私たちに一人ずつ読ませて、まちがった読み方をなおします。
私は日本語を話すのが好きなので、会話の練習時間が一番楽しいです。今はまだ日本語が上手に話せませんが、だんだん上手になると思います。ですから一生懸命に日本語を勉強しています、日本人のように日本語を話したいと思います。
